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[問題 1]

以下の微分方程式を解け。
(a) x′′ + 2x′ + 2x = 0

(b) x′′ + 4x = 0

[問題 1 解説]

(a)特性方程式 λ2+2λ+2 = 0を解くと、λ = −1± i。
よって、x = e−t(C1 cos t+ C2 sin t) (C1, C2 は任意定
数)。

(b) 特性方程式 λ2 + 4 = 0 を解くと、λ = ±2i。よっ
て、x = C1 cos 2t+ C2 sin 2t (C1, C2 は任意定数)。

[問題 2]

ばね定数 k のばねにつながれた質量 m のおもりの運
動方程式

m
d2x

dt2
= −kx

を解け。xはばねの自然長からののびを表す。なお、時
刻 t = 0 で x = x0, dx/dt = 0 を満たすような解とす
ること。
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図 1: ばね系

[問題 2 解説]

特性方程式は
mλ2 + k = 0

である。これを解くと、λ = ±i
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現れる。よって、一般解は
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となる。さらに、t = 0 で x = x0 を満たすためには、
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よって、C1 = x0。また、t = 0 で dx/dt = 0 も満た
さなければならない。
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であるから、
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よって C2 = 0。以上から、解は x = x0 cos
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)
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